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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、ドライバー遺伝子異常による発がん頻度に関する人種差のメカニズムの解明と抗腫瘍免

疫応答の本態の理解を目指すものである。 

これまでに、EGFR 変異陽性肺腺がんの発症リスクとなる複数の HLA アリルを同定し、発がん感受

性 HLA class I アリルを持つ患者のがん細胞では、免疫細胞である CD8+T 細胞が認識できるネオ抗原

数が、HLA class I アリルを持たない症例に比べて有意に少ないことや、肺腺がんの局所浸潤 T 細胞と

ケモカイン環境の解析により EGFR 遺伝子変異が発がん過程で免疫応答に与える影響を明らかにして

いる。また、ドライバー遺伝子変異マウスモデルの解析により、PD-1 発現 CD8+T 細胞が抗腫瘍効果

の本態に関わる細胞である可能性が明らかになるなど、重要な進展が認められ順調に進められている。 


